
ソ
連
経
済

宮
　
鍋

幟

　
は
じ
め
に
ご
く
簡
単
に
つ
ぎ
の
諸
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
わ
が
国
で
は
第
二
次
大
戦
が
終
る
ま
で
ソ
連
経
済
研
究

は
一
般
に
禁
止
状
態
に
お
か
れ
、
研
究
は
事
実
上
、
戦
後
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
。
本
学
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、

戦
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
ソ
連
経
済
研
究
は
、
六
〇
年
代
半
ぽ
前
後
を
境
に
二
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
う
る
こ
と
。
こ
の
点
は
と
り

わ
け
、
六
〇
年
代
に
入
っ
て
ソ
連
型
計
画
経
済
が
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
、
そ
れ
以
後
、
ソ
連
が
社
会
主
義
国
で
あ
る
か
ど
う
か
す

ら
問
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
第
三
に
、
本
学
で
は
、
戦
後
間
も
な
く
従
来
の
東
亜
経
済
研
究
所
が
現
経
済

研
究
所
に
改
組
・
拡
充
さ
れ
、
そ
こ
に
ソ
連
経
済
研
究
部
門
が
設
置
（
昭
和
二
四
年
）
さ
れ
た
こ
と
。
こ
の
部
門
の
活
動
が
軌
道
に

乗
る
に
つ
れ
て
、
本
学
に
お
け
る
ソ
連
経
済
研
究
は
主
と
し
て
同
部
門
お
よ
び
そ
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
念
頭
に
お
い
て
以
下
、
本
学
に
お
け
る
ソ
連
経
済
研
究
の
歴
史
を
三
つ
の
時
期
に
分
け

て
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
　
戦
前
・
戦
中
期

謝



学済経

　
一
九
一
七
年
一
〇
月
革
命
に
よ
っ
て
そ
の
歩
み
を
は
じ
め
た
ソ
連
邦
に
つ
い
て
、
本
学
で
最
初
に
ま
と
ま
っ
た
研
究
を
公
け
に
し

た
の
は
福
田
徳
三
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
数
年
間
に
発
表
し
た
「
世
界
の
最
新
現
象
た
る
労
農
主
義
」
に
つ
い
て
の
諸
論
文
を
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

め
た
福
田
の
論
集
『
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ヰ
ズ
ム
研
究
』
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
レ
ー
ニ
ン
の
『
国
家
と
革
命
』
（
一
九
一
八
年
）
を
と

り
あ
げ
、
そ
れ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
綿
密
に
検
討
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
の
こ
の
著
作
は
「
大

体
に
於
て
真
正
に
し
て
純
粋
な
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
理
論
を
其
儘
に
伝
へ
た
も
の
」
で
あ
る
と
評
価
し
、
つ
ぎ
に
一
二
年
春
以
降
の

ソ
連
の
「
新
経
済
政
策
」
（
ネ
ッ
プ
）
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
諸
施
策
は
世
上
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
資
本
主
義
へ
の
降
伏
」
で
は

け
っ
し
て
な
く
、
「
目
o
△
q
ω
名
⑦
冨
ロ
合
〔
運
営
様
式
〕
と
し
て
の
…
資
本
主
義
」
の
導
入
で
あ
り
、
ネ
ッ
プ
の
根
本
基
調
は
戦

時
共
産
主
義
的
な
「
強
制
共
同
経
済
」
か
ら
の
「
自
由
共
同
経
済
」
へ
の
接
近
に
あ
る
、
と
し
て
い
る
の
が
こ
の
論
集
の
要
旨
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
わ
が
国
の
ソ
連
邦
承
認
を
訴
え
る
論
陣
を
も
は
っ
た
福
田
は
、
日
ソ
国
交
成
立
直
後
の
一
九
二
五
年
九
月
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ミ
ー
創
立
二
百
年
祭
に
日
本
学
士
院
代
表
と
し
て
参
列
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
帰
国
後
、
そ
の
滞
ソ
経
験
を
活
か
し
て
「
配
分
の
正

義
」
を
厚
生
原
理
と
す
る
ソ
連
社
会
と
、
「
流
通
の
正
義
」
を
厚
生
原
理
と
す
る
わ
れ
わ
れ
社
会
と
の
比
較
を
試
み
た
が
、
未
完
に

　
　
（
4
）

終
っ
た
。

　
福
田
が
着
手
し
た
ソ
連
経
済
の
研
究
は
そ
の
没
後
、
後
述
す
る
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
福
田
門
下
の
大
塚
金
之
助
と
山
田
雄
三

に
ょ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
と
し
て
の
大
塚
は
、
昭
和
八
年
一
月
に
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

検
挙
さ
れ
る
ま
で
の
数
年
間
、
「
ソ
連
に
目
を
向
け
よ
」
と
い
う
晩
年
の
福
田
の
一
文
を
恩
師
の
「
学
問
的
遣
言
の
一
つ
」
と
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

こ
と
と
も
多
分
関
連
し
て
、
ソ
連
経
済
の
動
向
に
も
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
に
彼
は
、
ソ
連
研
究
書
目
を
つ

皿



済経連
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

く
り
、
ソ
連
経
済
に
か
ん
す
る
数
篇
の
短
文
を
も
の
し
、
ま
た
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
反
ソ
宣
伝
や
計
画
化
思
想
の
流
行
を
批

判
し
た
諸
譜
の
な
か
で
も
ソ
覆
済
の
現
状
に
・
　
・
及
し
て
い
る
。
し
か
し
当
暁
黍
義
世
界
竺
九
二
九
⊥
三
一
年
恐
慌
の

さ
な
か
に
あ
り
、
ソ
連
は
第
一
次
五
力
年
計
画
（
二
八
－
三
二
年
）
実
施
中
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
短
文
や
言
及
に
み
ら
れ
る
大
塚

の
論
調
は
ソ
連
計
画
経
済
礼
賛
に
の
み
終
始
し
て
い
た
。
大
塚
は
ス
タ
ー
リ
ン
集
権
体
制
が
す
で
に
進
行
を
開
始
し
て
い
た
ソ
連
社

会
の
現
実
の
楯
の
半
面
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
状
況
の
も
と
で
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
山
田
雄
三
の
ソ
連
経
済
研
究
へ
の
か
か
わ
り
方
は
よ
り
間
接
的
で
あ
る
。
山
田
の
理
論
的
労
作
『
計
画
の
経
済
理
論
（
序
説
）
』

で
は
、
計
画
経
済
の
概
念
が
「
自
由
経
済
に
対
立
す
る
経
済
形
態
の
総
称
」
と
し
て
広
義
に
解
釈
さ
れ
、
彼
の
問
題
関
心
は
む
し
ろ

自
由
経
済
と
社
会
主
義
経
済
と
の
中
間
に
、
基
盤
は
資
本
主
義
的
で
あ
る
が
、
手
段
が
多
か
れ
少
な
か
れ
社
会
主
義
的
と
も
い
え
る

「
第
三
形
態
」
を
理
論
的
に
構
想
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
を
構
想
す
る
過
程
で
、
山
田
は
二
〇
年
代
、
三
〇

年
代
に
欧
米
の
経
済
学
界
で
社
会
主
義
経
済
を
対
象
に
し
て
展
開
さ
れ
た
「
経
済
計
算
論
争
」
の
紹
介
と
吟
味
を
行
っ
て
い
る
。
当

時
の
現
実
の
社
会
主
義
経
済
つ
ま
り
三
〇
年
代
の
ソ
連
経
済
は
そ
の
集
権
的
物
動
計
画
方
式
が
確
立
さ
れ
た
時
期
に
あ
り
、
そ
こ
で

は
経
済
計
算
論
は
悪
し
き
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
理
論
」
と
し
て
簡
単
に
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
し
か
し
山
田
は
そ
の
労
作
の
な
か
で

つ
ぎ
の
点
、
す
な
わ
ち
資
源
の
合
理
的
配
分
の
た
め
の
経
済
計
算
の
問
題
は
社
会
主
義
経
済
の
も
と
で
実
在
す
る
問
題
で
あ
る
こ

と
、
こ
の
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
ラ
ン
ゲ
説
が
明
ら
か
に
し
た
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
か
計
算
価
格
の
活
用
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
、
経
済
計
算
論
争
の
吟
味
を
通
じ
て
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
以
上
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
に
は
ソ
連
企
業
の
経
営
方
式
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
独
立
採
算
制
」
の
問
題
を
考
察
し
た
赤
松
要
、
片
野

脇



　
（
1
2
）

一
郎
の
論
文
が
あ
る
。

脳

二
　
戦
後
期
（
1
）

学済経

　
戦
後
初
期
に
は
ソ
連
経
済
研
究
に
お
け
る
長
い
空
白
を
埋
め
、
そ
の
新
た
な
出
発
点
を
築
く
の
に
貢
献
す
る
よ
う
な
一
連
の
論
文

が
ソ
連
経
済
や
社
会
主
義
経
済
に
関
心
を
寄
せ
る
人
び
と
に
よ
っ
て
相
つ
い
で
発
表
さ
れ
、
や
が
て
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ

れ
に
代
っ
て
ソ
連
経
済
専
攻
の
人
た
ち
つ
ま
り
経
済
研
究
所
の
ソ
連
部
門
担
当
者
に
よ
る
研
究
成
果
が
概
説
書
や
本
格
的
な
研
究
書

の
形
で
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
ま
ず
前
者
に
属
す
る
も
の
か
ら
あ
げ
る
と
、
三
〇
年
代
ソ
連
の
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
論
争
を
整
理
・
紹
介
し
た
高
橋
長
太
郎
、
戦

時
中
の
ソ
連
誌
に
載
っ
た
無
署
名
論
文
（
い
わ
ゆ
る
「
四
三
年
論
文
」
）
の
要
旨
を
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
の
翻
訳
と
議
論
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
に
、
自
身
の
積
極
的
解
釈
を
加
え
て
紹
介
し
た
都
留
重
人
の
論
文
が
あ
り
、
ま
た
、
戦
前
の
欧
米
に
お
け
る
経
済
計
算
論
争
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

果
（
ラ
ン
ゲ
説
）
の
社
会
主
義
経
済
に
対
し
て
も
つ
意
義
を
再
評
価
す
べ
し
と
す
る
小
泉
明
、
山
田
雄
三
の
論
文
、
お
よ
び
同
じ
趣

旨
の
も
と
に
ラ
ン
ゲ
説
の
拡
充
を
試
み
た
山
田
の
著
書
『
資
本
主
義
経
済
計
画
と
社
会
主
義
経
済
計
画
』
（
そ
の
後
半
部
分
）
が
あ

（
1
6
）

る
。
ソ
連
の
四
三
年
論
文
は
従
来
の
定
説
を
く
つ
が
え
し
て
、
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
も
価
値
法
則
は
消
滅
せ
ず
、
そ
れ
は
な
お

「
変
容
さ
れ
た
形
態
」
で
作
用
す
る
と
い
う
新
説
を
う
ち
だ
す
主
旨
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
右
の
都
留
論
文
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
行

わ
れ
た
。
今
日
か
ら
み
れ
ぽ
、
「
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
」
説
に
対
す
る
都
留
の
積
極
的
解
釈
は
、
六
〇
年
代
の
ソ
連
・
東
欧
諸
国

に
現
わ
れ
た
「
計
画
と
市
場
の
結
合
」
を
唱
え
る
有
力
な
見
解
（
ブ
ル
ス
、
シ
ク
、
ノ
ヴ
ォ
ジ
ロ
フ
ら
）
に
一
脈
相
通
ず
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
し
か
し
当
時
こ
の
点
は
理
解
さ
れ
ず
、
論
争
は
不
毛
に
終
っ
た
。
な
お
、
小
泉
に
は
都
留
論
文
の
も
と
に
な
っ
た
ア
メ



済
経連

ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

リ
カ
に
お
け
る
四
三
年
論
文
の
訳
文
と
論
議
の
忠
実
な
紹
介
論
文
が
あ
り
、
野
々
村
一
雄
に
は
こ
の
論
争
の
当
時
の
論
評
（
後
述
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

が
、
ま
た
大
陽
寺
順
一
（
現
、
菅
順
一
）
に
は
「
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
」
説
と
ラ
ン
ゲ
説
と
の
対
比
を
行
っ
た
論
文
が
あ
る
。

　
右
の
ほ
か
、
欧
米
に
お
け
る
ソ
連
経
済
の
計
量
的
研
究
（
ソ
連
統
計
の
信
頼
度
の
検
討
や
独
自
の
推
計
作
業
）
の
吟
味
を
行
っ
た

　
（
1
9
）
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
と
は
逆
に
ア
メ
リ
カ
の
国
民
所
得
や
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
の
ソ
連
側
推
計
を
吟
味
し
た
都
留
、
お

山
田
勇
、

　
　
　
　
高
橋
の
も
の
、

　
　
　
　
　
（
2
2
）

よ
び
伊
東
政
吉
の
論
文
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ソ
連
統
計
や
ソ
連
側
推
計
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
一
定
の
積
極
的
役
割
を

果
し
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
戦
時
中
の
研
究
を
戦
後
い
っ
そ
う
進
め
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
片
野
一
郎
の
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
企
業

　
　
　
（
2
3
）

会
計
制
度
』
を
あ
げ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
ソ
連
企
業
研
究
に
お
け
る
先
駆
的
業
績
で
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
ソ
連
経
済
専
攻
の
人
た
ち
に
よ
る
こ
の
時
期
の
業
績
を
そ
の
主
著
に
か
ぎ
っ
て
あ
げ
れ
ば
、
野
々
村
一
雄
の
『
国
民
所

　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

得
と
再
生
産
』
、
岡
稔
の
『
ソ
ヴ
ェ
ト
工
業
生
産
の
分
析
』
が
あ
る
。
野
々
村
に
は
ほ
か
に
既
述
の
都
留
論
文
に
つ
い
て
の
論
争
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

論
評
を
ふ
く
む
論
文
集
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
経
済
論
』
、
ソ
連
経
済
に
か
ん
す
る
啓
蒙
書
や
概
説
書
、
さ
ら
に
は
共
編
書
も
あ
り
、
五
〇

年
代
半
ば
前
後
か
ら
の
野
々
村
の
活
躍
は
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
た
。

　
野
々
村
の
『
国
民
所
得
と
再
生
産
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
」
（
一
九
五
二
年
）
や
『
経
済
学
教
科
書
』
（
初
版
、
一

九
五
四
年
）
の
公
刊
を
き
っ
か
け
に
ソ
連
で
社
会
主
義
的
国
民
所
得
論
が
新
た
に
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ソ

連
学
界
の
こ
の
動
き
に
対
応
し
て
行
わ
れ
た
理
論
的
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
的
な
意
味
に
お
け
る
国
民
所
得

分
析
と
再
生
産
表
式
分
析
と
が
社
会
主
義
経
済
の
総
過
程
的
把
握
の
基
本
的
要
素
を
構
成
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
国
民
所
得
論
と
再

生
産
．
蓄
積
論
が
考
察
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
分
析
結
果
が
終
局
的
に
は
「
社
会
主
義
的
国
民
経
済
の
再
生
産
過
程
な
い
し
構
造

の
一
覧
表
」
た
る
国
民
経
済
．
バ
ラ
ン
ス
に
総
括
表
示
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

部



学済経

　
こ
れ
に
対
し
て
岡
の
『
ソ
ヴ
ェ
ト
工
業
生
産
の
分
析
』
は
、
ソ
連
の
工
業
生
産
の
発
展
テ
ン
ポ
、
工
業
生
産
の
構
造
（
重
工
業
と

軽
工
業
の
比
率
）
、
工
業
生
産
発
展
の
結
果
と
し
て
の
物
価
引
下
げ
機
構
の
三
つ
の
問
題
を
考
察
し
た
す
ぐ
れ
た
実
証
分
析
の
書
で

あ
る
。
ソ
連
で
は
五
〇
年
代
初
め
以
降
、
重
工
業
の
超
重
点
主
義
か
ら
よ
り
緩
和
さ
れ
た
重
工
業
優
先
と
い
う
新
段
階
に
移
行
し
た

こ
と
、
以
前
の
重
工
業
優
先
が
多
分
に
ソ
連
の
特
殊
性
（
国
際
的
孤
立
性
と
歴
史
的
後
進
性
）
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
以

前
の
段
階
は
一
種
の
「
過
渡
的
段
階
」
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
実
証
的
に
解
明
し
た
岡
の
こ
の
著
書
は
、
野
々
村
の
『
国
民
所
得
と

再
生
産
』
と
と
も
に
、
お
よ
そ
当
時
の
わ
が
国
の
ソ
連
経
済
研
究
が
到
達
し
た
水
準
を
示
す
労
作
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
最
後
に
、
こ
の
時
期
の
後
半
に
は
細
谷
新
治
に
よ
る
詳
細
な
ソ
連
経
済
研
究
文
献
目
録
が
作
成
・
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘

し
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

三
　
戦
後
期
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
こ
の
時
期
冒
頭
の
代
表
的
労
作
は
岡
稔
の
『
計
画
経
済
論
序
説
』
で
あ
る
。
岡
は
こ
の
著
作
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
ソ

連
に
お
け
る
労
働
生
産
性
測
定
、
投
資
効
率
、
商
品
生
産
・
価
値
法
則
、
価
格
形
成
原
則
な
ど
の
諸
論
争
に
つ
い
て
「
価
値
論
と
計

画
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
徹
底
し
た
追
跡
と
明
快
な
論
点
整
理
を
行
い
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
「
論
争
問
題
の
追
跡
と
い
う
叙

述
様
式
」
を
通
し
て
、
従
来
の
ソ
連
型
計
画
経
済
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
非
効
率
性
と
非
民
主
性
の
ゆ
え
に
根
本
的
改
革
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ぽ
ソ
連
型
シ
ス
テ
ム
が
後
述
の
よ
う
な
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の
「
経
済
改
革
」
に
ゆ
き
つ
か
ざ
る
を
え
な

い
内
的
必
然
性
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
え
の
諸
論
争
の
展
開
で
あ
る
こ
と
を
、
す
で
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
明
確
な
形
で
わ
れ
わ
れ
に
示

し
た
。
こ
の
書
物
が
そ
の
発
表
の
当
時
か
ら
わ
が
国
の
研
究
者
の
間
で
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
た
の
も
当
然
で
あ
り
、
学
問
的
水
準

蹴



／

済経連
ソ

の
高
い
そ
の
内
容
は
今
な
お
輝
き
を
失
っ
て
い
な
い
。

　
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
ソ
連
・
東
欧
諸
国
で
ソ
連
型
集
権
計
画
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
皮
を
め
ざ
す
経
済
改
革
が
相
つ
い
で
実

施
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
以
後
、
岡
は
こ
の
改
革
の
意
義
や
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
多
く
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
う
ち
理
論

的
な
も
の
と
し
て
た
と
え
ぽ
、
経
済
改
革
の
根
底
に
あ
る
指
導
原
理
は
情
報
・
利
害
・
効
率
の
三
点
に
集
約
さ
れ
う
る
と
す
る
論
文

や
、
計
画
と
市
場
と
は
本
質
的
に
は
「
正
反
対
」
の
も
の
で
あ
る
が
、
機
能
的
に
は
両
者
の
相
互
補
足
的
「
結
合
」
が
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

と
し
た
論
文
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
間
、
彼
は
共
著
書
を
も
公
け
に
し
、
さ
ら
に
右
の
諸
論
文
を
も
と
に
新
著
の
執
筆
を
企
図
し
て
い

た
が
、
そ
れ
を
果
す
こ
と
な
く
昭
和
四
八
年
九
月
、
四
九
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
。
な
お
、
彼
の
の
こ
し
た
論
文
は
没
後
、
　
『
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

本
主
義
分
析
の
理
論
的
諸
問
題
』
と
『
社
会
主
義
経
済
論
の
新
展
開
』
と
題
す
る
二
冊
の
論
文
集
に
編
集
し
て
刊
行
さ
れ
、
後
者
の

も
の
に
は
上
述
の
二
論
文
も
ふ
く
め
、
没
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
発
表
さ
れ
た
社
会
主
義
経
済
に
か
ん
す
る
主
要
論
文
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
そ
の
他
の
業
績
を
発
表
順
に
あ
げ
る
と
ソ
連
農
産
物
価
格
に
か
ん
す
る
宮
鍋
幟
の
著
書
、
ソ
連
に
お
け
る
最
近
の
商
品

生
産
論
・
価
値
法
則
論
に
つ
い
て
の
西
村
可
明
の
論
文
、
お
よ
び
コ
メ
コ
ン
に
か
ん
す
る
野
々
村
一
雄
の
著
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

う
ち
宮
鍋
の
『
ソ
ヴ
ェ
ト
農
産
物
価
格
論
』
は
、
ソ
連
で
五
〇
年
代
後
半
か
ら
約
一
〇
年
間
断
続
的
に
行
わ
れ
た
農
産
物
価
格
や
こ

れ
と
関
連
す
る
差
額
地
代
に
つ
い
て
の
論
争
を
農
産
物
の
社
会
的
価
値
規
定
、
農
産
物
価
格
形
成
原
則
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
差

額
地
代
の
三
つ
の
論
点
に
整
理
し
、
そ
の
検
討
を
通
し
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
問
題
の
重
要
な
一
側
面
を
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

に
し
て
い
る
。
ま
た
西
村
の
論
文
「
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
」
は
、
六
〇
年
代
半
ば
前
後
か
ら
ソ
連
に
お
い
て
社
会
主
義

の
も
と
で
の
商
品
関
係
の
存
在
原
因
を
国
有
企
業
の
相
対
的
分
離
性
に
求
め
る
い
わ
ゆ
る
「
分
離
性
」
説
が
有
力
に
な
り
つ
つ
あ
る

醐



学済経

こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
、
そ
れ
が
経
済
改
革
の
実
施
に
即
応
す
る
新
見
解
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
野
々
村
の
労
作
『
コ
メ
コ
ン
体
制
』
は
、
「
東
の
経
済
統
合
」
と
称
さ
れ
る
コ
メ
コ
ン
成
立
の
経
緯
と
そ
の
機
構
、
そ
の
後
の
コ

メ
コ
ン
の
発
展
過
程
（
草
創
期
、
機
構
整
備
期
、
加
盟
国
間
意
見
対
立
期
、
経
済
統
合
志
向
期
）
、
域
内
貿
易
と
貿
易
価
格
、
決
済

シ
ス
テ
ム
、
域
内
通
貨
（
振
替
ル
ー
ブ
ル
）
の
性
格
と
交
換
性
な
ど
、
コ
メ
コ
ン
の
歴
史
と
現
状
に
か
ん
す
る
主
要
問
題
を
と
り
あ

げ
、
詳
細
な
考
察
を
加
え
た
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
本
格
的
な
コ
メ
コ
ン
研
究
書
で
あ
る
。
コ
メ
コ
ン
に
つ
い
て
は
そ
の
重
要
性

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
わ
が
国
で
そ
れ
を
分
析
し
た
専
門
的
文
献
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
き
、
野
々

村
の
多
年
に
わ
た
る
コ
メ
コ
ン
研
究
の
成
果
を
集
大
成
し
た
本
書
は
、
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
野
々
村
に
は
ほ
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

編
書
『
社
会
主
義
経
済
論
講
義
』
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
こ
の
時
期
、
都
留
重
人
に
は
、
資
本
主
義
体
制
と
社
会
主
義
体
制
の
収
敏
傾
向
を
認
め
つ
つ
も
、
両
体
制
に
お
け

る
「
剰
余
」
の
形
態
の
ち
が
い
（
お
よ
び
労
働
の
自
己
疎
外
の
問
題
）
に
着
目
し
、
そ
の
点
に
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
両
体
制
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

の
「
決
定
的
な
相
違
点
」
が
な
お
残
る
と
す
る
斬
新
な
視
点
を
提
示
し
た
論
文
が
あ
る
。
ま
た
、
六
〇
年
代
初
め
の
時
点
で
ポ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

ン
ト
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
産
業
連
関
表
の
研
究
・
作
成
状
況
を
紹
介
し
た
高
須
賀
義
博
の
論
文
、
ソ
連
の
産
業
連
関
表
に
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
論
評
を
紹
介
し
た
関
恒
義
の
論
文
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
れ
と
関
連
し
て
、
産
業
連
関
分
析
に
か
ん
す
る
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

田
勇
の
英
文
著
書
が
ソ
連
で
露
訳
さ
れ
、
そ
こ
で
の
産
業
連
関
分
析
手
法
導
入
の
初
期
に
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

部



済経連
ソ

注（
1
）
　
福
田
徳
三
『
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ヰ
ズ
ム
研
究
』
改
造
社
、
大
正
H
年
（
同
『
経
済
学
全
集
』
、
第
五
集
、
同
文
館
、
大
正
1
5
年
、
所
収
）
。

（
2
）
　
同
「
労
農
露
国
承
認
の
意
義
」
『
改
造
』
大
正
1
2
年
6
月
号
（
同
『
経
済
学
全
集
』
、
第
六
集
、
同
文
館
、
大
正
1
5
年
、
所
収
）
。

（
3
）
　
同
「
経
済
機
構
の
変
化
と
生
産
力
並
に
人
口
の
問
題
－
一
九
二
五
年
モ
ス
ク
ヴ
ァ
に
於
け
る
講
演
と
討
論
ー
」
（
同
『
厚
生
経
済
研
究
』

　
刀
江
書
院
、
昭
和
5
年
、
所
収
）
。
な
お
、
英
国
代
表
と
し
て
同
じ
く
こ
の
祝
典
に
参
加
し
て
い
た
ヶ
イ
ン
ズ
が
モ
ス
ク
ワ
で
講
演
し
た
際
、

　
福
田
が
こ
れ
に
批
判
的
コ
メ
ン
ト
を
加
え
、
そ
の
数
日
後
に
行
わ
れ
た
福
田
自
身
の
講
演
で
再
び
ケ
イ
ン
ズ
を
批
判
し
た
（
ケ
イ
ン
ズ
は
欠

　
席
）
滞
ソ
中
の
福
田
の
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
帰
国
後
の
福
田
の
上
記
講
演
に
詳
し
い
。

（
4
）
　
同
「
厚
生
原
理
と
し
て
の
流
通
の
正
義
」
『
法
曹
公
論
』
昭
和
3
年
1
2
月
号
（
同
『
厚
生
経
済
研
究
』
、
所
収
）
。

（
5
）
同
「
日
露
両
国
の
知
的
交
流
」
『
商
学
研
究
』
第
8
巻
第
2
号
（
昭
和
3
年
7
月
）
。

（
6
）
　
大
塚
金
之
助
「
世
界
的
規
模
」
『
如
水
会
会
報
』
昭
和
5
年
7
月
号
（
『
大
塚
金
之
助
著
作
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
5
6
年
、
所

　
収
）
。

（
7
）
　
同
「
一
九
三
〇
年
ロ
シ
ア
書
目
」
『
大
学
と
社
会
』
昭
和
6
年
7
月
号
。
同
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
の
社
会
経
済
に
関
す
る
国
際
的
文
献
」

　
『
社
会
学
』
昭
和
7
年
5
月
号
。

（
8
）
　
同
「
ロ
シ
ア
財
政
は
破
綻
す
る
か
」
『
大
学
と
社
会
』
昭
和
6
年
6
月
号
、
同
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
は
こ
ん
な
に
延
び
る
」
『
女
人
芸

　
術
』
昭
和
6
年
7
月
号
、
同
「
明
る
い
世
界
の
建
設
」
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
友
』
昭
和
6
年
1
2
月
号
（
『
大
塚
金
之
助
著
作
集
』
第
三
巻
、
昭
和

　
5
6
年
、
所
収
）
。

（
9
）
　
同
「
反
サ
ヴ
ェ
ー
ト
経
済
戦
争
」
『
改
造
』
昭
和
6
年
4
月
、
6
月
号
、
同
「
反
サ
ヴ
ェ
ー
ト
・
カ
ム
パ
ー
ニ
ヤ
」
『
女
人
芸
術
』
昭
和

　
6
年
5
月
、
6
月
号
、
同
「
資
本
主
義
の
『
計
画
経
済
』
」
『
改
造
』
昭
和
7
年
2
月
号
（
『
大
塚
金
之
助
著
作
集
』
第
三
巻
、
所
収
）
。

（
1
0
）
　
山
田
雄
三
『
計
画
の
経
済
理
論
（
序
説
）
』
岩
波
書
店
、
昭
和
1
7
年
。

（
1
1
）
　
赤
松
要
「
ソ
聯
計
画
経
済
に
お
け
る
独
立
採
算
性
」
日
本
学
術
振
興
会
第
三
十
八
小
委
員
会
報
告
『
公
益
性
と
営
利
性
』
日
本
評
論

　
社
、
昭
和
1
6
年
、
所
収
。

陶



学済経

（
1
2
）
　
片
野
一
郎
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
企
業
会
計
制
度
概
観
」
『
一
橋
論
叢
』
昭
和
1
8
年
1
0
月
号
。

（
1
3
）
　
高
橋
長
太
郎
「
ソ
聯
邦
経
済
バ
ラ
ン
ス
論
の
意
義
」
『
経
済
評
論
』
昭
和
2
1
年
6
月
号
。

（
1
4
）
　
都
留
重
人
「
経
済
学
の
新
し
い
課
題
ー
社
会
主
義
社
会
に
も
価
値
法
則
は
妥
当
す
る
か
ー
」
『
世
界
」
昭
和
2
1
年
H
月
号
（
『
近
代
理
論

　
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』
理
論
社
、
昭
和
2
3
年
、
所
収
）
。
こ
れ
に
加
筆
さ
れ
「
価
値
法
則
の
制
度
的
意
義
」
と
題
さ
れ
た
も
の
が
『
戦

　
後
経
済
学
の
課
題
②
』
有
斐
閣
、
昭
和
2
2
年
、
所
収
（
『
都
留
重
人
著
作
集
』
第
二
巻
、
講
談
社
、
昭
和
5
0
年
、
所
収
）
。

（
1
5
）
　
小
泉
明
「
『
計
画
経
済
論
』
考
」
『
経
済
評
論
』
昭
和
2
1
年
8
月
号
。

（
1
6
）
　
山
田
雄
三
「
社
会
主
義
と
計
画
経
済
」
『
中
央
公
論
』
昭
和
2
1
年
1
1
月
号
。
同
『
資
本
主
義
経
済
計
画
と
社
会
主
義
経
済
計
画
』
有
斐

　
閣
、
昭
和
2
3
年
。

（
1
7
）
　
小
泉
明
「
計
画
経
済
論
の
一
展
開
」
『
一
橋
論
叢
』
昭
和
2
2
年
6
月
号
（
『
近
代
理
論
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』
理
論
社
、
昭
和
2
3

　
年
、
所
収
）
。

（
1
8
）
　
大
陽
寺
順
一
（
現
、
菅
順
一
（
「
社
会
主
義
社
会
と
価
値
計
算
の
問
題
」
上
原
専
禄
編
『
社
会
と
文
化
の
諸
想
』
如
水
書
房
、
昭
和
2
8

　
年
、
所
収
。

（
1
9
）
　
山
田
勇
「
ソ
連
の
生
産
指
数
」
（
「
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
統
計
の
吟
味
」
（
H
）
）
『
経
済
研
究
』
第
1
巻
第
1
号
（
昭
和
2
5
年
1
月
）
。

（
2
0
）
　
高
橋
長
太
郎
「
ソ
連
邦
国
民
所
得
統
計
の
吟
味
」
（
「
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
統
計
の
吟
味
（
皿
）
）
『
経
済
研
究
』
第
1
巻
第
1
号
（
昭
和
2
5
年

　
1
月
）
。
同
「
国
民
所
得
の
成
長
率
と
支
出
構
成
」
（
「
ソ
連
邦
国
民
所
得
と
そ
の
成
長
率
の
問
題
」
（
H
）
）
『
経
済
研
究
』
第
3
巻
第
1
号

　
（
昭
和
2
7
年
1
月
）
。

（
2
1
）
　
都
留
重
人
「
ソ
連
の
国
民
所
得
概
念
に
つ
い
て
」
同
『
経
済
の
理
論
と
現
実
』
岩
波
書
店
、
昭
和
3
4
年
、
所
収
。
こ
の
論
文
は
は
じ
め

　
』
§
ミ
鮪
ミ
尽
、
ミ
貨
書
防
ミ
』
。
亀
§
§
∨
＜
o
一
◆
＜
“
Z
ρ
ご
一
㊤
朝
ふ
に
英
文
で
発
表
、
の
ち
邦
文
で
上
掲
書
に
収
録
（
『
都
留
重
人
著
作
集
』

　
第
二
巻
、
所
収
）
。

（
2
2
）
　
伊
東
政
吉
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
成
長
率
ー
ソ
連
側
の
計
測
に
よ
せ
て
ー
」
『
経
済
研
究
』
第
H
巻
第
2
号
（
昭
和
3
5
年
4
月
）
。

（
2
3
）
　
片
野
一
郎
『
ソ
ヴ
ェ
ト
企
業
会
計
制
度
』
春
秋
社
、
昭
和
2
6
年
。

珊



済
経連

ソ

（
2
4
）
　
野
々
村
一
雄
『
国
民
所
得
と
再
生
産
』
岩
波
書
店
、
昭
和
3
3
年
。

（
2
5
）
　
岡
稔
『
ソ
ヴ
ェ
ト
工
業
生
産
の
分
析
』
岩
波
書
店
、
昭
和
3
1
年
。

（
2
6
）
　
野
々
村
一
雄
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
経
済
論
』
動
草
書
房
、
昭
和
2
9
年
。
同
『
ソ
連
邦
の
経
済
』
岩
波
新
書
、
昭
和
2
8
年
。
同
『
ソ
ヴ
ェ
ト
の

　
経
済
力
』
岩
波
新
書
、
昭
和
3
6
年
。
同
『
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
の
構
造
』
青
木
書
店
、
昭
和
3
4
年
。
同
『
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
の
分
析
』
（
副
島
種
典

　
と
の
共
編
書
）
、
動
草
書
房
、
昭
和
2
9
年
。

（
2
7
）
　
細
谷
新
治
「
ソ
連
研
究
文
献
目
録
に
つ
い
て
」
『
経
済
研
究
』
第
3
巻
第
4
号
（
昭
和
2
7
年
1
0
月
）
、
第
4
巻
第
－
号
（
昭
和
2
8
年
1

　
月
）
。
同
「
↓
庁
o
困
》
Z
O
9
壱
o
日
9
ロ
の
ソ
連
経
済
研
究
刊
行
リ
ス
ト
」
『
経
済
研
究
』
第
1
0
巻
第
3
号
（
昭
和
3
4
年
7
月
）
。
同
「
米

　
ソ
経
済
競
争
に
か
ん
す
る
文
献
目
録
」
『
経
済
研
究
』
第
1
1
巻
第
2
号
（
昭
和
3
5
年
4
月
）
。

（
2
8
）
　
岡
稔
『
計
画
経
済
論
序
説
』
岩
波
書
店
、
昭
和
3
8
年
。

（
2
9
）
　
同
「
社
会
主
義
経
済
に
か
ん
す
る
若
干
の
新
し
い
概
念
と
接
近
方
法
に
つ
い
て
」
『
経
済
研
究
』
第
1
7
巻
第
1
号
（
昭
和
4
1
年
1
月
）
、

　
同
「
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
計
画
と
市
場
」
『
経
済
研
究
』
第
2
0
巻
第
1
号
（
昭
和
4
4
年
1
月
）
（
注
（
3
1
）
の
『
社
会
主
義
経
済
論
の
新
展

　
開
』
、
所
収
）
。

（
3
0
）
　
同
『
社
会
主
義
経
済
論
』
（
竹
浪
祥
一
郎
ほ
か
と
の
共
著
）
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
4
3
年
、
同
第
二
版
、
昭
和
5
1
年
。

（
3
1
）
同
『
資
本
主
義
分
析
の
理
論
的
諸
問
題
』
、
同
『
社
会
主
義
経
済
論
の
新
展
開
』
新
評
論
社
、
昭
和
5
0
年
。

（
3
2
）
　
宮
鍋
幟
『
ソ
ヴ
ェ
ト
農
産
物
価
格
論
』
岩
波
書
店
、
昭
和
4
2
年
。

（
3
3
）
　
西
村
可
明
「
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
」
『
思
想
』
昭
和
4
8
年
1
0
月
号
。

（
3
4
）
野
々
村
一
雄
『
コ
メ
コ
ン
体
制
』
岩
波
書
店
、
昭
和
5
0
年
。

（
3
5
）
　
同
編
『
社
会
主
義
経
済
論
講
義
』
青
林
書
院
新
社
、
昭
和
5
0
年
。

（
3
6
）
　
都
留
重
人
「
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
決
定
的
な
相
違
点
に
つ
い
て
」
『
経
済
研
究
』
第
2
2
巻
第
4
号
（
昭
和
4
6
年
1
0
月
）
（
『
都
留
重

　
人
著
作
集
』
第
三
巻
、
講
談
社
、
昭
和
5
0
年
、
所
収
）
。

（
3
7
）
　
高
須
賀
義
博
「
東
欧
諸
国
の
産
業
連
関
バ
ラ
ン
ス
」
（
「
社
会
主
義
諸
国
の
産
業
連
関
バ
ラ
ン
ス
」
（
皿
）
）
『
経
済
研
究
』
第
1
4
巻
第
3

凱



　
号
（
昭
和
3
8
年
7
月
）
。
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5
7

（
3
8
）
　
関
恒
義
「
資
本
主
義
国
に
お
け
る
評
価
」
（
「
社
会
主
義
諸
国
の
産
業
連
関
バ
ラ
ン
ス
」
（
W
）
）
『
経
済
研
究
』
第
1
4
巻
第
3
号
（
昭
和

　
3
8
年
7
月
）
。

（
3
9
）
　
ぺ
①
日
図
口
P
計
忍
§
、
∨
亀
§
へ
』
暮
、
膏
ミ
ざ
s
ミ
§
、
ミ
ざ
災
ミ
亀
∨
∨
』
§
ミ
、
ぱ
、
民
ぎ
o
吋
已
ロ
菅
0
0
d
o
o
オ
ω
8
叶
P
↓
o
犀
ぺ
9
一
Φ
O
一
゜
こ
の
露

　
訳
は
ロ
5
い
飴
、
S
・
“
↓
①
o
嘗
国
国
類
℃
国
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Φ
民
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国
o
ζ
Φ
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